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　皆様、新年あけましておめでとうございます。ご家族共々健やかに新年をお迎えのこととお慶

び申し上げます。2020年1月に始まった新型コロナウイルス感染症のコロナ禍により、それまで

の社会生活が一変し、あらゆる場面で個人の行動が制限されました。会社や組織でも同様で、三

密を避けるために会合、集会、講演、コンサート、スポーツ観戦、飲み会、宴会、カラオケ、旅行等が

出来なくなりました。これにより人々との交流が制限され、孤立した人間関係にもとづく心の病

が大きな社会問題になっています。

　当院でも同様で、検査や手術の制限（現在はやや緩和）、入院患者さんへの面会制限が未だに続

いています（ただし、昨年11月から院内に無料Wi-Fiを設定しましたので、スマホや各種タブレッ

トにてリモート面会も可能になっています）。これに対して、当院では院内での自前のPCR検査

体制を確立し、発熱したかかりつけの外来患者さんや、外来での検査・手術予定の患者さん、入院

の患者さん全てに迅速な PCR検査を行ってきました。その結果、多い月では1 ヶ月に最大で650

件もの検体を検査し、今の所院内感染やクラスターは発生していません。また職員のみならず、

周辺住民の方々へのワクチン接種を行い、これまでに1万回を超える接種を行ってきました。

　幸いにも昨年10月に第5波が収束し、非常事態宣言も解除されて、少しずつ以前の生活に戻る動

きが出てきました。これには、ワクチン接種の普及、個々人の感染対策の徹底、ウイルス側の変化な

ど、色々な要因が挙げられていますが、決定的な要素は解明されていません。しかし一方では、ワク

チン接種が進んでいたはずの欧米で再び顕著な感染拡大が進んでおり、国によっては再びロック

ダウンを始めたところもあります。我が国では水際対策の緩和が行われており、国外からの新たな

ウイルスの持ち込みが懸念されます。コロナ前の状況実現はまだ先のことと思われます。

　今や国を挙げての第6波対策が実施されていますので、もう少しウイズコロナの生活を続け

る必要があると考えています。近い将来に必ずや来るであろう「新しいポストコロナの生活」を

作り上げるためにも、今少し頑張りたいと思います。引き続き、現在の感染対策を継続するつも

りですので、何かとご不便をおかけしますが、相互の安全・安心のために皆様のご協力とご支援

をお願い申し上げます。
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札幌北楡病院 基本方針

患者さんに公正な医療を提供します。

患者さんの権利を尊重し、分かりやすい医療
を行います。

患者さんの安全を保障し、快適で安心して治
療に専念できる場を提供します。

高度医療を積極的に推し進めます。
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移植医療支援室のご紹介

新任医師のご紹介

◆特集１

◆特集２

・小児思春期科　佐野医師

・消化器内科　　石田医師
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